
 

 

 

小竹町地域おこし協力隊 

活動報告便り① 
（ク ニ さ ん） 

地域おこし協力隊とは？ 

自己紹介 

活動報告 

國房 雅之（38歳独身・愛称：クニさん→       ） 

祖父母が住んでいた家が、「こたけ創造舎」として生まれ変わり、 

「こたけ珈琲」の製作にも関わったことから、郷土愛・小竹愛が爆発！ 

福岡市内で約６年経営していたカフェを閉じ、 

２０１９年１月小竹町地域おこし協力隊として小竹町に移住しました。 人口減少や高齢化が進む地方の 

人材確保や地域活性化を目的に、 

総務省が 2009年に始めた制度です。 

都会の人を地方に移住させて 

定住させるための制度とも言えます。 

活動期間は、１～３年です。 

福岡市から小竹町へ移住して、 

小竹町の魅力を発見・創造し、町内外へ情報発信 

することで小竹町の地域おこしとなる活動をしつつ、 

協力隊卒業後、小竹町での定住準備をしている人、 

ということです！ 

よろしくお願いします！ 

つまり      とは、 

１月から３月までの３か月間、とにかく小竹町を実感する！ 

を目標に活動してきました。 

こたけ創造舎で行われている教室に行ったり、 

地域のイベントに参加したり、東京でＰＲ活動もしました。 

詳細は、Facebookや Instagram といった 

ＳＮＳにて発信しています。 

ＳＮＳはやってないから、見れないよ！という方は、 

こたけ創造舎においでください。 

コーヒーやお茶とお菓子を囲んで、 

僕と一緒におしゃべりしましょう♪ 

 

Facebook 

↓ 

いいね！ 

お願いします。 

 

Instagram 

↓ 

フォロー 

お願いします。 


